
　東日本大震災では、改めて「ご近所同士のつ
ながり」が注目されています。「困ったときはお
互いさま」という日頃からの関係づくりが、災害
に強いまちづくりにもつながります。 
　地区福祉委員会では「助け合い活動」を通じ
て、地域で孤立する人がないよう心がけています。 

社  協  だ  よ  り 平成23年（2011年）9月15日（１）

古紙配合率100�再生紙を使用しています 

　
8
月
5
日︵
金
︶、
東
山

田
地
区
福
祉
委
員
会
︵
大

塚
幹
雄
委
員
長
︶
の
子
育

て
サ
ロ
ン
﹁
ぷ
ー
さ
ん
く

ら
ぶ
﹂
﹁
ぷ
ち
ぷ
ー
さ
ん

く
ら
ぶ
﹂
は
、
合
同
で
水

遊
び
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
親
子
は
36
組
75
人

で
、
元
気
に
プ
ー
ル
に
入

る
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
水
遊
び
に
慣
れ
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
に
は
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
優
し
く
声

か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
同
士
の
会
話
も

弾
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
福
祉
委
員
さ
ん
が
見
守

る
中
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
夏
ら

し
い
子
育
て
サ
ロ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

7つのプールで遊びました！
（東山田地区）

すいた すいた すいた 第86号 

秋号 

「社協だより」の「社協」とは「社会福祉協議会」のことです。 社協は、地域の福祉活動を支援しています。 

今年も盆踊りの季節になったね！
（藤白台地区）

「吹田市社会福祉協議会 地域ふくし協力金」 みなさまの善意が、地域の福祉活動を支えています。

地域
に支えられて60年

東
山
田
地
区

東
山
田
地
区
 

東
山
田
地
区
 

地区福祉委員会の 
「地域の助け合い活動」 

●親子の仲間作りの場 
　「子育てサロン」 
●高齢者のふれあいの場 
　「いきいきサロン」「ふれあい昼食会」 
●同じ住民としてつながる 
　「障がい者（児）交流」 
●子どもと高齢者がふれあう 
　「世代間交流」 
●安否確認で生まれる絆 
　「見守り声かけ活動」　　　　　など 

　
藤
白
台
地
区
福
祉
委
員

会
︵
石
井
裕
子
委
員
長
︶

で
は
、
毎
月
第
4
水
曜
日

に
藤
白
台
市
民
ホ
ー
ル
で

﹁
い
き
い
き
サ
ロ
ン
﹂
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
27
日︵
水
︶の
﹁
い

き
い
き
サ
ロ
ン
﹂
で
は
、

毎
年
地
区
の
盆
踊
り
大
会

に
向
け
て
盆
踊
り
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日

も
、
河
内
音
頭
、
炭
坑
節
、

ド
ン
パ
ン
節
を
繰
り
返
し

練
習
し
ま
し
た
。

　
﹁
結
構
汗
か
く
ね
﹂﹁
一

年
ぶ
り
だ
け
ど
、
体
が
覚

え
て
い
る
ね
﹂
な
ど
、
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

藤
白
台
地
区

藤
白
台
地
区
 

藤
白
台
地
区
 



社  協  だ  よ  り 平成23年（2011年）9月15日 （２）

社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により年4回（3・6・9・12月）発行しています。

佐
井
寺
地
区

佐
井
寺
地
区
 

佐
井
寺
地
区
 

　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
︵
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
︶
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お

困
り
ご
と
の
解
決
に

あ
た
る
﹁
地
域
の
福

祉
相
談
員
﹂
で
す
。

　
相
談
者
は
離
婚
を
機
に

転
居
。
一
人
暮
ら
し
を
す

る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い

地
域
で
不
安
に
思
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
体
が

不
自
由
な
た
め
、
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
が

一
人
で
は
困
難
な
状
態
で

し
た
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
本
人
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
地
域
の

方
々
や
専
門
機
関
と
連
携

し
て
、
支
援
し
ま
し
た
。

①50代男性。持病による半身麻痺が交通事故
で悪化し、生活上、不便なことが増える。 
②仕事ができなくなり、経済的にも困窮。 
③離婚により、一人暮らしになり、兄弟が心配
し相談。 

　●
お
悩
み
・
お
困
り
ご
と
の
相
談
は
、
吹
田
市
社
協

　　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
1
0
6
・
6
3
3
9
・
1
2
5
4
）
ま
で
。

①担当の民生委員に、本人の状況を伝え、見守
りなどの支援を依頼。 
②障害者手帳の申請のほか、障がい者制度の
利用を本人と検討。 
③生活保護の申請手続きに同行。受給につな
がったことで、生活基盤が安定。 

うまく歌えたかな？
（豊津西地区）

　
豊
津
西
地
区
福
祉
委
員

会
︵
渡
邉
眞
委
員
長
︶
は

7
月
15
日︵
金
︶に
、
ふ
れ

あ
い
昼
食
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
豊
二
小
学
校

2
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に

歌
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
が
顔
見
知
り
の

子
ど
も
を
見
つ
け
て
手
を

振
る
と
、
子
ど
も
も
笑
顔

で
返
す
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま

し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
と
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
、
地
域
で
気
軽
に
あ
い

さ
つ
で
き
る
機
会
が
増
え

る
と
い
い
で
す
ね
。

　
8
月
23
日︵
火
︶に
、
滋

賀
県
高
島
市
の
﹁
吹
田
市

立
少
年
自
然
の
家
﹂
で
、

佐
井
寺
地
区
福
祉
委
員
会

︵
岩
井
一
雄
委
員
長
︶
が

地
域
の
小
中
学
校
の
支
援

学
級
に
通
う
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
ま
し
た
。
今
年

で
6
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
や
付
き
添

い
家
族
、
福
祉
委
員
、
先

生
方
な
ど
、
総
勢
51
人
が

参
加
し
、
川
遊
び
や
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
大

人
と
一
緒
に
自
然
の
中
で
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
交
流
で
顔
見
知

り
が
増
え
、
地
域
に
帰
っ

て
も
声
を
か
け
合
え
る
仲

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
委
員
に
と
っ
て
も
障

が
い
を
も
つ
方
へ
の
理
解

が
一
層
深
ま
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

待ちに待った川あそび！
（佐井寺地区）

豊
津
西
地
区

豊
津
西
地
区
 

豊
津
西
地
区
 



　
吹
田
市
社
協
施
設
連
絡

会
︵
熊
井
茂
治
会
長
︶
で

は
、
8
月
26
日︵
金
︶か
ら

28
日︵
日
︶に
か
け
て
、
宮

城
県
南
三
陸
町
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
に
は
、
施
設
連
絡
会

か
ら
16
施
設
24
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
連
絡
会
加

入
施
設
か
ら
集
ま
っ
た
義

援
金
55
万
円
を
、
南
三
陸

町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
施
設
職
員
は

﹁
被
災
地
支
援
と
い
う
形

で
、
社
会
貢
献
が
で
き
て

良
か
っ
た
﹂
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
、
吹
田

市
社
協
の
組
織
構
成
会

員
で
あ
る
民
間
福
祉
施

設
に
よ
っ
て
﹁
福
祉
施

設
の
特
徴
を
活
か
し
た

地
域
貢
献
﹂
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
地
区

福
祉
委
員
会
に
活
動
の

場
を
提
供
し
た
り
、
施

設
職
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
地
域
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
以

後
、
吹
田
市
社
協
は
延
べ

6
人
の
職
員
を
被
災
地
に

派
遣
し
、
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
吹
田
市
社
協
窓
口

で
は
義
援
金
募
集
や
、
吹

田
市
へ
の
避
難
者
を
支
援

す
る
見
舞
金
給
付
の
受
付

を
行
う
と
と
も
に
、
吹
田

市
が
集
め
た
救
援
物
資
を

仕
分
け
す
る
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど
の
活

動
を
と
お
し
て
被
災
地
・

被
災
者
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
継
続
的
に
被

災
地
の
復
興
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

社  協  だ  よ  り 平成23年（2011年）9月15日（３）

「育てよう　一人一人の　人権意識　－身近なことから人権を考えてみませんか－」

作業前のオリエンテーション

ボランティアをコーディネートする派遣職員

 がれきの撤去作業をしています

　
今
年
も
﹁
赤
い
羽
根
募

金
﹂
の
共
同
募
金
運
動
が
、

10
月
1
日︵
土
︶か
ら
12
月

31
日︵
土
︶ま
で
の
期
間
行

わ
れ
ま
す
。︵
吹
田
地
区
で

は
12
月
25
日︵
日
︶ま
で
︶

　
共
同
募
金
運
動
で
ご
協

力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

地
域
で
の
支
え
合
い
活
動

を
実
践
し
て
い
る
地
区
福

祉
委
員
会
、
大
阪
府
下
の

福
祉
施
設
や
団
体
な
ど
の

福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
温
か
い
お

気
持
ち
が
、
民
間
の
福
祉

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
運
動
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
吹
田
地
区
募
金
会

　
︵
吹
田
市
社
協
内
︶

（
1
0
6
・
6
3
3
9
・
1
2
5
4
） 

吹
田
市
社
協
が
 

取
り
組
ん
だ
 

被
災
地
支
援
活
動
 

　最近身近になっている「心の病」。ともに地域で生活する住民として自分に
何ができるか一緒に考え、行動してみませんか？ 
◆対　　象：精神保健福祉に関するボランティア活動に興味のある方、 
　　　　　　全ての講座と実習に1日以上参加できる方 
◆参加費用：1,000円（資料代・ボランティア保険代） 
◆申　　込：吹田市ボランティアセンター（106・6339・1254） 
◆受付期間：11月1日（火）～22日（火）　◆定員：先着40人 
　　　　　　（受付は、土日祝日を除く9時から17時30分まで） 

◆実習日程表：11月27日（日）～12月9日（金）の間、1日以上参加 

精神保健福祉ボランティア養成講座開催 

・心の病を持った方のお話 
・ボランティアとしてのかかわりについて 
・オリエンテーション、実習施設の紹介　　・グループワーク 

11月26日（土） 
10時～12時 
吹田保健所 

・「精神障がいの理解とかかわり方について」 
　　　　　　　　　　　　　　　のぞみ福祉会　稲垣恵美 氏 
・グループワーク 

12月3日（土） 
10時～12時 
総合福祉会館 

・「精神保健福祉ボランティアとは」 
　　　　　　　　　　　　　　佛教大学 講師　塩満　卓 氏 
・グループワーク 

12月10日（土） 
10時～12時 
総合福祉会館 

内　容　／　講　師 日程／会場 

のぞみ福祉会  ブルーリボン 
11月29日（火）・30日（水）・12月2日（金）・6日（火）・7日（水） 10時～12時 または 13時半～17時 

＜コーヒー染め＞ 

のぞみ福祉会  シード 
12月4日（日） 11時～14時半 

＜街かど探検隊＞ 

ＮＰＯ すいた以和貴  第2コミキャン2階 
期間中（月～金） 11時～18時 

＜サロン＞ 

吹田市障がい者くらし支援室 
12月7日（水） 10時～12時 

＜グループワーク（ミーティング）＞ 

のぞみ福祉会  ブルーリボン 
12月9日（金） 10時半～13時 

＜お昼ごはんでっせ（昼食会）＞ 

のぞみ福祉会  シード 
12月8日（木） 13時半～16時 

＜おかしづくり・麻雀＞ 

のぞみ福祉会  ブルーリボン 
期間中（火～土） 9時～17時 

＜喫茶＞ 
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社  協  だ  よ  り 平成23年（2011年）9月15日 （４）

　９月４日（日）から１０月１０日（月・祝）まで開催され、博
物館のモノをとことんさわることができます。９月の土日
祝日には様々なイベントも行われます。また、触図・点字
版の図録も販売されます。 
●問い合わせ  吹田市立博物館（106・6338・5500） 

吹田市社協 検索 

　日常生活のさまざまな心配ごと・悩みごとについて、経験豊
かな相談員がお話を伺います。そして、解決に向けての糸口を
相談者の方と一緒に探していきます。 

○相談費用は無料です。 
○秘密は厳守いたしますので、安心して相談にお越しください。 
※電話相談は行っておりません。 

相 談 日 
受付時間 
場　　所 

毎週水曜日（祝日・12月29日～1月3日は除く） 
午後1時～3時（予約制ではありません） 
吹田市立総合福祉会館1階 相談室 

●問い合わせ  吹田市社協（106・6339・1205） 

平成22年度 社会福祉事業会計決算報告（概要） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （資金収支計算書より） 

平成22年度収支差額（①－②）△15,562千円 

 金額（千円） 収　入  
地域ふくし協力金（賛助会費）等 
寄付金 
共同募金配分金 
受取利息配当金 
補助金 
助成金 
受託金 
介護報酬等 
その他収入 
収益事業会計繰入金 
積立預金取崩収入 
　 当期収入計① 

 
14,850 
4,785 
7,960 
8,023 
49,843 
213 

126,666 
120,627 
1,388 
2,082 
11,772 
348,209

 金額（千円） 支　出  
法人運営事業 
ボランティア活動推進事業 
小地域ネットワーク活動推進事業 
善意銀行事業 
共同募金配分金事業 
日常生活自立支援事業 
居宅介護支援事業 
内本町デイサービス事業 
亥の子谷デイサービス事業 
地域福祉基金事業 
福祉ボランティア基金事業 
　 当期支出計② 

 
162,406 
613 

30,948 
6,599 
8,461 
8,863 
26,713 
58,120 
58,672 
116 
2,260 

363,771

　ジュース缶などについているプルトップを集めると、 
約８００kg（ドラム缶約９本分）で車いす１台に交換して 
もらえます。平成２３年８月末現在、約６１９kg集まりました。 

●問い合わせ  吹田市社協（106・6339・1254） 

善意銀行の 

①
13
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー︵
Ｃ

Ｓ
Ｗ
︶が
、
地
区
福
祉
委
員

会
活
動
の
支
援
や
、
住
民

の
生
活
課
題
の
改
善
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

②
地
区
福
祉
委
員
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
福
祉
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。
こ
の
授
業
を

体
験
し
た
生
徒
数
が
、
前

年
度
と
比
較
し
て
延
べ

5
0
0
人
以
上
増
加
し
ま

し
た
。

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
契
約
利
用
者
が
前
年

度
の
5
割
増
し
と
な
り
、

待
機
者
も
増
加
し
た
た
め
、

待
機
解
消
策
を
検
討
し
ま

し
た
。

④
社
会
貢
献
を
目
的
に
組

織
さ
れ
た
吹
社
協
施
設
連

絡
会
の
活
動
を
支
援
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に

努
め
ま
し
た
。

⑤
吹
田
市
社
協
が
行
う
介

護
保
険
事
業
を
紹
介
し
、

地
域
住
民
の
介
護
保
険
制

度
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
地
区
福
祉
委
員

を
対
象
と
し
た
介
護
保
険

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
吹
田
市
社
協
で
受
け
付

け
た
義
援
金
は
、
中
央
共

同
募
金
会
を
と
お
し
て
、

被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
8
月
末
現
在
で
、

6
，1
8
5
，3
9
0
円
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
義
援
金
の

募
集
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
吹
田
市
社
協

（
1
0
6
・
6
3
3
9
・
1
2
5
4
） 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
 

受
け
付
け
て
い
ま
す
！
 

次号の『すいた社協だより』は「設立60周年記念号」とし、 
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